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西 原 町 議 会 だ よ り 第 18 号 （20）2003（平成15年）12月１日発行

　県町村議長会主催による議員と事務局職員を対象に研修会が豊見城中央公民
館で行われ、西原町から16名の議員と３名の事務局職員が参加しました。�

™「沖縄県政の主要課題～�
　　復帰31年の現状と展望」�
　　　講師　前泊博盛  氏�
　　　　　　（琉球新報社編集局�
　　　　　　　編集委員・論説委員）�
�
™「総選挙と日本政治の行方」�
　　　講師　成田憲彦  氏�
　　　　　　（駿河台大学副学長・�
　　　　　　　法学部教授）�

◇いよいよ師走、今年も残り１ヶ月と
なりました。市町村合併に関する３
市町村の枠組みを問う住民投票も不
成立に終わり、任意協議会も解散と
なりましたが、賛否両論ある中、住
民発議も提出されており合併特例法
の期限である平成17年３月に間に合
うのか、間に合わなくても合併する
のか、西原町の将来を左右する重要
な判断を議会は迫られています。�
◇議会傍聴者が少ないように思います。
議会だよりの紙面はごく一部ですので、
議案がどのように審議されているの
か是非、議会を傍聴しましょう。�

仲宗根�

  アルゼンチンにおける西原町人　��

　日系人の70％が県人で、西原町人は約600名、16年ぶりに会員名簿を再調整し、３年
後の町人会結成50周年までには仕上げる予定。�
　約50名の参加による町人会との懇談・歓迎会では、西原町の様子やアルゼンチンの
町人会の近況が語られた。会場にはこれまでの留学体験者４、５名も参加し、永年にわ
たる海外子弟研修制度による子ども達の留学制度への御礼と、今後の継続を強くお願
いされた。�

 ブラジルの西原町人　��
　日系人の80％が県人と云われる。空港に迎えてくれ
たのは町人会の有志の皆さんで、組織的まとまりが弱く、
町の海外子弟研修制度への参加も過去14回のうち３、
４回程度しか研修生を派遣していない。町人会再建の
準備が進められ11月23日の忘年会で役員を選出し、正
式に組織の再建をしたいとのうれしい話を幹部の皆さ

んから聞くことがで
きた。約100名の参加
による懇談・歓迎会
では、海外子弟研修
制度の内容や次年度
の派遣について意欲
的な声が聞こえた。�

　８月13日～29日の日程で、南米移住95周年記念式典・視察訪問団として町

から与那嶺議長と古堅収入役が参加し、移住者の激励と交流を深めてきました。�

議長から５ページにわたる報告書が提出されていますが、一部だけ掲載します。�

議会だよりに対するご意見、ご要望がありましたら議会事務局へお問い合わせください。９月議会の傍聴者　延べ人数 16名
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西 原 町 議 会 だ よ り（3）第 18  号 2003（平成15年）12月１日発行

平成
�

14年
度�

 平成15年第6回西原町議会は9月17日に招集され、 　

歳出決算額　88億9,353万9千円！�� 歳入決算額　95億1,585万5千円！�

歳 出�
8,893,539千円�
（100％）�

議会費�
136,429千円�
（1.5％）�

総務費�
1,075,725千円�
（12.1％）�

民生費�
1,958,485千円�
（22.0％）�

衛生費�
500,181千円�
（5.6％）�

労働費�
19,598千円�
（0.2％）�

農林水産業費�
271,607千円�
（3.1％）�

商工費�
196,405千円�
（2.2％）�

土木費�
1,494,039千円�
（16.8％）�

消防費�
434,398千円�
（4.9％）�

教育費�
1,929,103千円�
（21.7％）�

災害復旧費�
57,384千円�
（0.7％）�

公債費�
820,185千円�
（9.2％）�

決算審査意見書から�

¡歳出決算額は、支出済額88億9,353万9千円、

翌年度繰越額13億828万6千円、不用額1億

852万6千円になっている。�

¡目的別歳出決算額の主な款別支出は、民生

費19億5,848万5千円、教育費19億2,910万3

千円、土木費14億9,403万9千円、総務費10

億7,572万5千円、公債費8億2,018万5千円、

衛生費5億18万1千円、消防費4億3,439万8千

円等である。�

¡翌年度繰越額の主な款別内訳、総務費4億

4,129万1千円、土木費5億475万3千円、教育

費3億5,479万7千円、災害復旧費744万5千円

となっている。�

¡繰越の主な内容は、総務費～地域イントラ

ネット基盤整備事業及び高度教育用ネット

ワーク利用環境整備の全額繰越。�

　教育費～図書館建設事業関連。�

歳出決算額　88億9,353万9千円！�
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西 原 町 議 会 だ よ り 第 18  号 （2）2003（平成15年）12月１日発行

　　　9月30日までの14日間の会期で開催。�

歳出決算額　88億9,353万9千円！� 歳入決算額　95億1,585万5千円！�

町税�
2,564,251千円�
（26.9％）�

地方譲与税�
115,026千円�
（1.2％）�

利子割交付金�
26,005千円�
（0.3％）� 地方消費税交付金�

   217,281千円（2.3％）�

自動車取得税交付金�
   22,000千円（0.2％）�

地方特例交付金�
   78,681千円（0.8％）�

地方交付税�
2,096,045千円�
（22.0％）�使用料及び手数料�

  56,477千円（0.6％）�

国庫支出金�
1,422,311千円�
（15.0％）�

繰入金�
395,765千円�
（4.2％）�

繰越金�
137,896千円�
（1.5％）�

町債�
1,297,900千円�
（13.6％）�

決算審査意見書から�

¡平成14年度の歳入決算額は、調定額104億

9,427万2千円で、そのうち、収入済額95億

1,585万5千円、不納欠損額1,415万3千円、

収入未済額9億6,452万2千円である。�

¡収入済額は対前年度増加額12億7,228万2千

円（15.4％増）。�

¡収入済額のうち、自主財源は、35億2,778万

8千円（37％）であり、依存財源は59億

8,806万7千円（63％）である。�

¡自主財源の総額に占める町税収入の割合は

73％である。�

¡依存財源は対前年度8億6,690万1千円の増加

となっている。これは、国庫支出金2億

1,361万9千円の増加、県支出金1億9,672万6

千円の増加、および町債の6億6,410万円の

増と地方交付税が1億6,794万6千円の減少等

による。�

歳入決算額　95億1,585万5千円！�

ゴルフ場利用税交付金�
   51,557千円（0.6％）�

交通安全対策特別交付金�
3,244千円（0.0％）�

分担金及び負担金�
  121,718千円（1.3％）�

県支出金�
657,996千円�
（6.9％）�

諸収入�
246,276千円�
（2.6％）�

歳 入�
9,515,855千円�
（100％）�

寄附金�
　3,170千円（0.0％）�
財産収入�
　2,256千円（0.0％）�
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西 原 町 議 会 だ よ り（5）第 18 号 2003（平成15年）12月１日発行

平成
�

14年
度�

土地区画整理事業�公共下水道事業�

老 人 保 健�国 民 健 康 保 険 �

歳 入：11億908万1千円�
歳 出：10億9,513万6千円�

介 護 保 険 �介 護 保 険 �

水 道 事 業 �水 道 事 業 �
収益的収入8億6,831万1千円�
　　　支出8億5,773万2千円�

資本的収入6,484万円�
　支出1億2,217万2千円�

国庫支出金�
2億5,863万円（23％）�

県支出金1億2,842万5千円（11.5％）�
繰入金1億9,260万円（17.5％）�

支払基金交付金�
3億3,957万8千円�
（30.6％）�

保険給付費�
10億587万円（91.8％）�

保険料1億2,519万円（11.3％）�

その他6,465万8千円�

総務費6,609万2千円（6％）�
財政安定化基金拠出金1,107万9千円（1％）�

前年度繰上充用金333万1千円（0.4％）�
諸支出金876万4千円（0.8％）�

歳入 

歳出 

その他営業収益�
661万7千円�

受注工事収益�
258万3千円�

受取利息�
33万2千円�

雑利益�
31万円�

給水収益�
8億1,735万4千円（94.13％）�

受水費�
4億4,825万3千円（52％）�

減価償却費1億3,300万円（15％）�

配水給水費621万4千円（7％）�
総係費1億2,217万円（14.％）�

支払利息（5％）�

その他�

特別利益（過年度損益修正益）�

受託工事費�

収益的収入 

収益的支出 

建設改良費�
8,180万3千円（67％）�

企業債償還金�
4,036万8千円（33％）�

資本的収入 

資本的支出�

工事負担金�
3,904万円（60％）�

国庫補助金�
2,350万円（36％）�

消火栓設置負担金230万円（6.84％）�

　歳入については第１号被保険者保険料の徴
収状況は特別徴収に関しては100％の徴収率で
ある。�
　普通徴収分が現年度調定額2,826万3千円、
収入済額2,278万4千円、収入未済額547万9千
円で徴収率80.6％と課題を残しております。�
　しかし全体としては徴収率93％となってい
る。歳出総額10億9,513万6千円のうち保険給
付費は10億587万円となっており、歳出総額の
91.8％を占めている。�
　県介護保険財政安定化基金から平成13年度
分と平成14年度分を借りた町債については1億
1,994万1千円となり、平成15年度から6年間で
各年度均等額償還することになっている。�
　年次的に過年度滞納分も増加傾向にあるこ
とから保険料の徴収率の向上に努めることを
求めた。�

　平成14年度西原町の行政人口は33,224人で
給水人口も対前年度より増加しています。し
かし、水道事業の経営環境は給水収益の減少
という傾向になっています。これは人口増加
にもかかわらず家庭、企業及び団体の節水節
約と経済的な動向が起因している。平成15年
度は町内に大型店舗の開業があり給水の増加
が見込まれるが、今後も有収率の向上を図る
ため、老朽管の改良（漏水対策）、事務の合
理化等による経常経費の節減に努力を重ねる
必要がある。�
　ちなみに、経常収益は8億2,714万9千円で
対前年比98.6％で減、また経常費用も8億
1,721万円で対前年比98.98％でその結果経常
利益は998万9千円で対前年より333万9千円の
減である。�

△資本的収入が資本的支出額に不足する額は過年度分損益勘定留保

資金で補てんした。�
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西 原 町 議 会 だ よ り 第 18 号 （4）2003（平成15年）12月１日発行

土地区画整理事業�土地区画整理事業�公共下水道事業�公共下水道事業�

　歳入決算額1億8,276万円、歳出決算額1
億6,652万4千円、差引1,623万6千円。保留
地処分金は4,206万7千円で支出済額には契
約解除による返還金1億2,075万5千円が含ま
れている（72.5％）保留地の処分は極めて厳
しい現状にあり現在の経済情勢から短期間
に片付く状況でないが早期に処理されるよう
具体的な施策が必要である。�

老 人 保 健�老 人 保 健�国 民 健 康 保 険 �国 民 健 康 保 険 �

　歳入歳出の差引残額△281万6千円は翌
年度歳入繰入充用されている。�
　歳出額のうち医療給付費は15億8,475万2
千円で支出額の98.5％を占めている。前年度
より8,306万2千円の増加になっている。老人
保健法の改正により平成14年10月以後は、こ
れまでの適用年令が70才以上から75才以上
になったことも老人保健による給付費の減少
になったことと、インフルエンザ流行の予測が
はずれたものによる。�
　老人人口の増加に伴い伸び続けると予想
される医療費に関して、いいあんべー事業や
住民検診健康指導事業等と活用し、各課連
携により健康に関する意識の高揚と啓蒙を図り、
医療費の抑制や多受診がないか厳密なレセ
プト点検にも努めてもらいたいと要望した。�

¡国民健康保険の被保険者数は、一般分、
退職分及び老人分共に増加している。�

¡収入率は93.2％で前年度より0.6ポイント上
昇し、現年度一般分も92.5％を達成し、ペナ
ルティーが解除された。�

¡滞納発生額は前年度より減少しているが、
期限内収納率は50.3％である。収納率対等
特別徴収員６人による納税相談や督促等
により徴収効果を上げている。歳出につい
ては療養給付費は前年度の98.5％に減額
しているが高額療養費は前年度の108.8％
に増加している。�
　　財政調整交付金減額のペナルティは免
れたものの、なお一層の徴収率アップに努
力するよう求めた。�

歳 入：7億6,816万6千円�
歳 出：7億6,532万1千円�

歳 入：1億8,276万円�
歳 出：1億6,652万4千円�

歳 入：24億3,534万円�
歳 出：24億2,907万4千円�

歳 入：16億588万円
歳 出：16億869万6千円�

介 護 保 険 �

水 道 事 業 �

 諸収入1,299万円（6.0％）�

国民健康保険税�
6億6,042万8千円�
（27％）�

繰入金3億1,673万3千円（13％）�
療養給付費交付金1億5,744万3千円（6.5％）�

その他6,864万9千円�

共同事業交付金4,687万8千円（1.5％）�

国庫支出金�
11億8,520万9千円（48.5％）�

保険給付費�
14億3,666万9千円（59％）�

老人保健拠出金�
7億1,539万6千円�
（29.5％）�

繰越金6,190万6千円（2.5％）� 国庫支出金3億1,808万4千円（19.8％）�

県支出金8,169万3千円（5％）�
繰越金1,408万5千円（0.9％）�

介護納付金1億2,108万7千円（5％）� 総務費1億463万7千円（4.3％）�

その他5,128万5千円�

諸支出金1,523万4千円（1％）�

諸収入206万5千円（0.1％）�繰入金9,094万4千円（5.7％）�

歳入 

歳出�

歳入 単位：千円�

歳出 単位：千円�

国庫支出金�
2億7,600万円（35.1％）�

町　債�
4億330万円（52.5％）�

公共下水道費�
7億3,428万7千円（96％）�

下水道管理費      2,249万2千円（  3％）�
下水道整備費7億1,179万4千円（93％）�

繰入金5,830万円（7.5％）�
諸収入2,112万円（2.7％）�

使用料及び手数料340万（0.4％）�

公債費3,103万3千円（4％）�

歳入 

歳出 

繰入金�
　1億200万円（55.8％）�

保留地処分金�
4,206万円（23％）�

土地区画整理事業費�
1億6,552万4千円（100％）�

繰越金�
2,657万円�
（14.5％）�

歳入 単位：千円�

歳出 単位：千円�

　決算額歳入決算額7億6,816万6千円歳出
決算額7億6,532万1千円、差引284万5千円と
なっている。事業の一部は平成14年４月に供
用開始された。供用開始１年後（平成15年）の
使用世帯数は168世帯で普及率は可能世帯
933の18％である。今後は使用世帯数の増加
と普及活動が大きな課題である。�

支払基金交付金�
10億9,900万9千円（68.5％）�

医療諸費�
15億9,346万2千円（99％）�

�

使用料及び手数料1万7千円�

�

（� ）�
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西 原 町 議 会 だ よ り（7）第 18 号 2003（平成15年）12月１日発行

工事請負契約�工事請負契約�

地域情報センター等新築工事（建築）50％補助事業�

ほ場地内において野菜等の生産性を高めるための灌漑を目的としたもの。�

貯水タンク４基で約1,500トンを予定し、各貯水タンク毎に４基の取水ボックスを計画し

ている。�

�

落札金額　1億1,550万円　　工期　平成16年２月末�
�

28社（町内21社・町外7社）による指名競争入札�

代表者　!丸政土建（西原町）　構成員　@仲里重機工業（西原町）の２社JV　�

津花波地区用排水整備工事（地下タンク）87％補助事業　�

１名の議員が�

意義ありY�

賛成多数Y

全会一致Y

第５庁舎隣の駐車場部分に鉄骨２階建てで、１階部分にパソコン教室・サーバー室・管

理室・入力室・作業室・会議室等、情報センター機能を有した施設。�

２階は事務スペース（土木課・産業課・農業委員会を予定）�

�

落札金額  7,402 万 5 千円　　工期　平成16年１月末�
�

24社（町内12社・町外12社）による指名競争入札�

代表者　金秀建設!（那覇市）　構成員　美善!（西原町）の２社JV�

�

質問�
　建設場所について図書館の駐車場部分に検討すべきであり、仮に役場敷地に造るにし

てもゲタバキでその土地を有効活用して造るべきである。�

�

答弁�
　第５庁舎は２階建てで計画されていることもあって、一部利用してゲタバキ２階建て

を予定していたが、一部となると構造上の問題があることが判明したので、単独の２階

建てにした。また、図書館側では用地の問題もあり、イントラ事業以外にも総合行政シ

ステムや庁内ラン等のサーバーも入ってくるので管理上からも現在の敷地が良い。�

No18号-P2̃20PDF  04.1.5 4:58 PM  ページ 7



西 原 町 議 会 だ よ り 第 18 号 （6）2003（平成15年）12月１日発行

平成15年度国民健康保険特別会計補正予算�

２号歳入・歳出予算に2,327万8千円を追加�

総額25億8,254万4千円とする。�

　国庫支出金の増加と退職療養給付金の確定に
より追加。� 　諸収入の過年度確定のため減額となった。�

平成15年度西原町老人保険�
特別会計補正予算�

歳入・歳出にそれぞれ35万9千円の減額�

総額17億3,275万9千円となる。�

　歳出の公債費（財政安定化基金償還金）の増
加のため追加と保険給付費の2,000万円の減による。�

平成15年度介護保険特別会計補正予算�

歳入・歳出にそれぞれ108万円を追加�

総額11億7,970万2千円とする。�

歳出�

歳入�

◇　総  務  費　　492万6千円の増�
戦没者刻銘費、庁舎維持修繕費、新設学校用地等土地開発基金�
積立金��

◇　民  生  費　　156万7千円の増�
知的障害者施設医療費、社会事業授産施設事務費��

◇　土  木  費　　238万3千円の増�
排水施設費、運動公園樹木移植工事��

◇　教  育  費　　387万5千円の増�
「内間御鎖金丸」公演事業補助金�
町立図書館資料整理事業委託費�

◇　町税�
◇　地方交付税�
◇　繰入金（財政調整基金繰入金）�

2,380万円の減�
4,355万3千円の減�
6,007万3千円の増�

1,246万8千円千円の増額で総額109億3,163万5千円千円に�1,246万8千円の増額で総額109億3,163万5千円に�
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西 原 町 議 会 だ よ り（9）第 18 号 2003（平成15年）12月１日発行

「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
火
災
・
地
震
・
津
波
な
ど
の
災
害
に
備

え
る
た
め
に
住
民
の
心
構
え
、
意
識
啓
発
の
た
め
の
体
験
学
習
が
で
き
る
防
災
教
育

セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
必
要
で
あ
る
。

離
島
県
で
あ
る
本
県
に
お
い
て
は
、
一
旦
災
害
が
発
生
す
れ
ば
逃
げ
場
が
無
く
、

他
府
県
か
ら
の
応
援
の
到
着
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
消
防
職
・
団
員
及

び
県
民
一
人
一
人
が
常
日
頃
か
ら
防
火
防
災
意
識
を
持
ち
、
防
災
行
動
力
を
向
上
さ

せ
る
事
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

こ
の
た
め
、
各
種
教
育
訓
練
用
機
器
を
配
置
し
、
消
防
職
・
団
員
及
び
県
民
に
対

し
て
、
災
害
を
想
定
し
た
各
種
訓
練
を
体
験
学
習
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設

建
設
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。

消
防
職
・
団
員
及
び
県
民
が
地
域
と
自
分
達
を
守
る
術
を
習
得
し
、
い
ざ
と
い
う

時
に
機
敏
に
行
動
す
る
こ
と
で
犠
牲
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
は
、
県
民
の
生
命
財
産
を
守
る
行
政
の
責
務
で
あ
り
、
県
防
災
教
育
セ
ン

タ
ー
建
設
に
つ
い
て
、
県
に
お
い
て
早
急
に
建
設
さ
れ
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

あ
て
先
　
沖
縄
県
知
事

沖
縄
県
議
会
議
長

意見書
決　議

内
容
は
抜
粋
し
て
あ
り

ま
す
。
全
文
は
議
会
事
務

局
又
は
各
自
治
会
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

「
県
防
災
教
育
セ
ン
タ
ー
建
設
に
関
す
る
」意
見
書

第
二
十
七
次
地
方
制
度
調
査
会
が
発
表
し
た
中
間
報
告
で
は
、
合
併
に
関
し
て
、

基
礎
的
自
治
体
の
人
口
要
件
の
明
示
や
、
知
事
の
勧
告
・
あ
っ
せ
ん
、
段
階
補
正
の

見
直
し
等
、
法
制
度
に
よ
る
方
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
手
法
は
、

国
と
地
方
の
間
を
上
下
・
主
従
の
関
係
に
お
い
た
機
関
委
任
事
務
時
代
の
発
想
で
あ

り
、
地
方
の
団
体
自
治
、
住
民
自
治
を
著
し
く
制
限
す
る
も
の
で
あ
り
、
到
底
容
認

で
き
な
い
。

一
、
地
方
自
治
制
度
や
自
治
体
合
併
に
つ
い
て
は
「
国
と
地
方
、
都
道
府
県
と
市
町

村
の
対
等
関
係
」「
地
域
・
自
治
体
の
自
己
決
定
」
を
原
則
と
せ
よ
。

二
、
基
礎
的
自
治
体
に
お
け
る
人
口
要
件
の
目
標
数
値
は
示
さ
な
い
こ
と
。

三
、
合
併
や
地
域
自
治
組
織
へ
の
移
行
に
関
し
て
、
県
に
よ
る
構
想
・
計
画
の
策

定
・
知
事
の
勧
告
・
あ
っ
せ
ん
等
は
示
さ
な
い
こ
と
。

四
、
市
町
村
に
対
す
る
段
階
補
正
の
さ
ら
な
る
縮
減
は
、
行
わ
な
い
こ
と
。

五
、
税
源
移
譲
後
も
地
方
交
付
税
制
度
の
根
幹
は
堅
持
せ
よ
。

あ
て
先
　
衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣

総
務
大
臣

財
務
大
臣

経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣

地
方
制
度
調
査
会
会
長

地
方
分
権
改
革
推
進
会
議
議
長

税
制
調
査
会
会
長

「
地
方
自
治
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
」意
見
書
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西 原 町 議 会 だ よ り 第 18 号 （8）2003（平成15年）12月１日発行

地
区
計
画
の
区
域
内
に�

お
け
る
建
築
物
の
制
限�

に
関
す
る
条
例
　�

町
道
路
線
変
更
（
小
波
津
川
南
線
）
　

　
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
内
で
整
備
さ
れ
た
住
宅
用
地
の
街
並
み
の
景
観
形
成

向
上
及
び
、
建
築
物
の
用
途
形
態
の
制
限
、
敷
地
の
再
分
割
（
分
筆
）
の
防
止
、

垣
ま
た
は
柵
の
構
造
物
の
制
限
等
を
図
り
、
緑
豊
か
で
ゆ
と
り
の
あ
る
質
の

高
い
計
画
的
な
街
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
も
の
。�

※
　
建
築
物
の
容
積
率
の
最
高
限
度
　
十
分
の
十�

※
　
　
〃
　
　
建
ペ
イ
率
の
　
〃
　
　
十
分
の
五�

※
　
　
〃
　
　
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
　
低
層
住
宅
地
区
Ａ
　
二
○
○
g�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
Ｂ
　
一
六
五
g�

※
　
　
〃
　
　
高
さ
の
最
高
限
度
　
十
c

以
内
低
層
住
宅
地
区�

※
　
壁
面
の
位
置
の
制
限�

　
　
　
　
　
道
路
境
界
線
か
ら
建
築
物
の
外
壁
等
の
面
ま
で
一
c

以
上�

※
　
垣
ま
た
は
さ
く
等
の
構
造
の
制
限�

　
　
a
生
け
垣�

s
フ
ェ
ン
ス
等
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
透
視
可
能
な
も
の
と
し
、
高
さ

は
敷
地
に
接
す
る
道
路
の
最
高
地
点
か
ら
一
・
五
c

以
下�

d
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
の
高
さ
は
、
敷
地
に
接
す
る
道
路
の
最
高
地
点

か
ら
○
・
九
c

以
下�

　
三
月
議
会
で
国
道
三
二
九
号
か
ら
下
流
部
分
に
つ
い
て
認
定
し
た
町
道
小

波
津
南
線
の
追
加
延
長
。�

　
県
が
十
五
年
度
か
ら
新
規
事
業
と
し
て
、
県
の
河
川
改
修
事
業
と
一
体
的

に
整
備
す
る
計
画
で
、
着
工
し
て
か
ら
五
年
間
で
河
口
部
分
か
ら
国
道
三
二

九
号
ま
で
の
区
間
八
六
〇
ｍ
を
整
備
す
る
予
定
が
河
口
部
分
か
ら
町
道
与
那

城
・
呉
屋
線
ま
で
の
一
、
六
五
〇
ｍ
に
変
更
さ
れ
た
た
め
に
、
町
と
し
て
も

一
体
的
に
七
九
〇
ｍ
を
追
加
延
長
す
る
も
の
。�

�

主
な
制
限�
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六
月
定
例
議
会
で
も
合

併
推
進
を
決
定
し
え
な

か
っ
た
中
で
、
七
月
末
に
結
論

付
け
し
た
大
き
な
理
由
を
伺

う
。

町
長

本
町
が
生
き
延
び
る
こ

と
が
出
来
る
か
と
、
数
学
的
に

私
独
自
の
試
算
は
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
任
意
協
議
会
の
数
字
を

参
考
に
し
て
お
り
ま
す
。
や
は

り
生
き
残
り
は
難
し
い
で
あ
ろ

う
と
の
結
論
か
ら
、
ベ
ス
ト
の

選
択
で
は
な
い
け
ど
ベ
タ
ー
な

選
択
と
し
て
合
併
を
決
定
づ
け

た
。

今
回
の
住
民
投
票
で
説

明
責
任
が
問
わ
れ
る
と

思
う
が
。

町
長

行
政
は
行
政
と
し
て
の

責
任
、
そ
し
て
住
民
は
住
民
と

し
て
の
責
任
、
役
割
分
担
、
こ

う
い
う
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
と
、
今
回
の
三

○
・
一
九
四
％
の
投
票
率
、
必

ず
し
も
町
の
不
信
任
と
は
受
け

取
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
説
明
義

務
、
あ
る
い
は
不
信
任
、
そ
の

他
の
話
が
出
て
お
り
ま
す
が
、

こ
う
い
う
問
題
で
不
信
任
で
あ

れ
ば
議
会
も
当
然
だ
と
い
う
ふ

う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

サ
ン
エ
ー
オ
ー
プ
ン
に

つ
い
て

予
想
さ
れ
る
交
通
混
雑

の
対
策
及
び
小
那
覇
バ

ス
停
の
移
動
に
伴
い
、
屋
根
付

バ
ス
停
の
設
置
計
画
は
？

総
務
課
長
　
オ
ー
プ
ン
か
ら
一

週
間
か
ら
十
日
間
が
一
番
混
む

と
、
そ
れ
か
ら
暫
時
交
通
混
雑

が
解
消
さ
れ
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
の
で
、現
状
を
ふ
ま
え
て
対

応
し
て
い
た
い
と
考
え
て
ま
す
。

土
木
課
長
　
屋
根
付
バ
ス
停
に

つ
い
て
設
置
で
き
な
い
か
と
話

し
合
い
を
持
ち
ま
し
た
が
、
中

部
製
糖
さ
ん
と
し
て
も
現
状
で

は
難
し
い
状
態
で
あ
る
と
。

執
行
体
制
と
行
財
政
の

確
立

平
成
三
十
年
も
し
く
は
平

成
二
十
五
年
ま
で
の
経
常

収
支
比
率
、
公
債
費
比
率
、
財

政
力
指
数
及
び
義
務
的
経
費
、

投
資
的
経
費
、
そ
の
他
の
経
費

等
の
単
独
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
提
出
を
求
め
た
に
も
関

わ
ら
ず
開
示
出
来
な
い
の
は
な

ぜ
か
。

町
長
　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

問
題
は
以
前
か
ら
議
会
で
も
あ

り
ま
し
た
が
、
任
意
協
議
会
で

試
算
し
た
の
と
、
町
が
試
算
し

た
の
は
、
そ
ん
な
に
大
き
な
狂

い
は
な
い
と
。
こ
う
い
う
こ
と

で
あ
え
て
出
す
必
要
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
お
答
え
し
ま
し

た
。

財
政
が
厳
し
い
中
で
平
成

十
四
年
度
決
算
で
残
業
手

当
が
一
般
会
計
、
特
別
会
計
合

わ
せ
て
五
千
三
百
万
円
、
職
員

最
高
月
額
四
十
四
万
七
千
百
十

円
。
残
業
手
当
が
支
給
さ
れ
て

い
る
中
で
行
財
政
改
革
に
つ
い

て
見
解
を
伺
う
。

助
役
　
平
成
九
年
度
以
降
六
千

万
円
台
と
い
う
よ
う
な
状
況
で

し
た
が
、
現
時
点
で
五
千
三
百

万
円
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
過
去
の
状
況
よ
り

抑
え
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

総
務
課
主
幹
　
月
の
最
高
時
間

数
は
百
三
十
一
時
間
で
す
。

問問

問

2003（平成15年）12月１日発行西 原 町 議 会 だ よ り（11）第 18 号

富　春治 議員

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
事
業
の
人

工
ビ
ー
チ
の
管
理
運
営
を

問
う
。

都
市
計
画
課
長
　
こ
の
ビ
ー
チ

の
設
計
当
初
は
西
原
町
単
独
管

理
と
い
う
こ
と
で
、
与
那
原
町

と
も
話
し
合
っ
て
、
西
原
町
商

工
会
に
委
託
し
て
こ
の
ア
イ
デ

ィ
ア
と
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
商
工
会
か
ら
出
さ
れ
た
収

支
バ
ラ
ン
ス
表
が
簡
単
な
資
料

で
一
枚
紙
で
検
討
さ
れ
た
形
式

と
し
て
は
不
充
分
で
、
町
と
し

て
も
一
般
財
源
か
ら
の
繰
入
金

が
○
に
な
る
よ
う
な
方
向
で
、

最
終
的
に
は
商
工
会
が
管
理
し

て
黒
字
を
あ
げ
て
町
に
税
収
と

し
て
入
っ
て
く
る
と
委
託
し
て

も
い
い
と
考
え
ま
す
が
、
今
の

と
こ
ろ
ど
の
程
度
に
な
る
か
わ

か
ら
な
い
。
商
工
会
が
希
望
す

る
よ
う
な
管
理
棟
が
果
た
し
て

作
れ
る
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な

い
と
。
新
法
で
は
民
間
に
委
託

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

学
校
給
食
の
食
の
安
全
に

つ
い
て
、
無
農
薬
、
残
留

農
薬
等
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
学
校
給
食
と
い
う
の

は
学
校
給
食
法
の
下
で
子
供
た

ち
の
食
に
関
す
る
正
し
い
知
識

と
、
望
ま
し
い
習
慣
を
身
に
つ

け
給
食
の
時
間
を
通
し
て
人
間

関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
と
、
国

も
最
近
教
育
審
議
会
の
ほ
う
に

答
申
を
し
ま
し
て
、
栄
養
教
諭

の
配
置
を
し
ま
し
て
、
食
習
慣

を
つ
け
て
、
心
理
的
な
発
達
段

階
も
検
討
す
る
よ
う
な
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

小
橋
川
地
域
内
急
傾
斜
崩

壊
危
険
区
域
の
指
定
を
受

け
、
特
に
行
政
と
し
て
果
た
す

べ
く
役
割
は
何
か

土
木
課
長
　
平
成
十
五
年
八
月

二
十
九
日
県
告
示
六
百
四
十
一

号
で
指
定
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
県
が
指
定
し
た
か
ら
と
い

っ
て
町
が
こ
の
ま
ま
こ
の
件
は

終
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。
未
承
諾
者
六
名
の
方
、
そ

し
て
不
明
地
三
名
の
方
が
ま
だ

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
県

か
ら
も
要
請
は
出
て
く
る
と
思

い
ま
す
の
で
一
緒
に
な
っ
て
努

力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問

問問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録
（
録
音
テ
ー

プ
）
に
基
づ
い
て
各
議
員
が
原
稿
を
ま
と
め
、
編

集
委
員
会
が
最
終
確
認
を
し
た
も
の
で
す
。�

◇人工ビーチ運営を
◇学校給食の安全につ
いて

◇台団地地すべり指定事業

新田宗信　議員

◇住民投票での責任
は？

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

一
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

一
、
学
校
図
書
の
充
実
に
つ
い
て

一
、
通
学
路
の
総
点
検
に
つ
い
て

一
、
遊
具
の
安
全
と
総
点
検
に
つ
い

て

問問
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マリンタウンのビーチ区域の管理運営を�
　　　　調査研究する特別委員会を設置を設置Y
マリンタウンのビーチ区域の管理運営を�
　　　　調査研究する特別委員会を設置Y

委  員  長�
副委員長�
委　　員�
〃�
〃�
�

大　城　好　弘�
大　城　純　孝�
呉　屋　　　實�
宮　城　秀　功�
富　　　春　治�
�

委　　員�
〃�
〃�
〃�
〃�

城　間　義　光�
玉　井　正　幸�
新　田　宗　信�
新　川　喜　男�
城　間　信　三�

東崎公園ビーチ区域の管理・運営に関する調査特別委員会�

役　職� 氏　　　名� 役　職� 氏　　　名�

　東崎公園ビーチ区域について、県マリンタウン事務所より、西原町

への管理、運営の要請が急がれている為、議会としても、公園、ビー

チの管理、運営に関し調査研究そして提言することを目的に設置された。�

要
　
請

急
速
に
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
意
欲
と
能
力
の
あ
る
高
齢
者
が
知
識
や
経
験
を
活

か
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
時
代
の
要
請
に
先
が
け
て

「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
の
理
念
の
も
と
に
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。

™

高
齢
者
が
働
く
こ
と
は
、
健
康
に
な
り
、
介
護
・
医
療
財
政
面
に
寄
与
し
て
い
る
。

™

市
町
村
合
併
に
伴
う
組
織
の
再
編
と
未
設
置
地
域
の
解
消
が
必
要
。

™

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
文
化
・
学
習
活
動
な
ど
幅
広
い
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

つ
い
て
は
事
業
の
更
な
る
機
能
の
強
化
・
拡
充
の
た
め
に
、
国
及
び
地
方
公
共
団

体
の
支
援
と
助
成
を
強
く
要
請
す
る
。

社
団
法
人
　
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会

平
成
十
五
年
度
定
期
総
会

「
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
の
定
期

総
会
決
議
に
か
か
る
」要
請
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去
る
九
月
十
四
日
に
行

な
わ
れ
た
宜
野
湾
市
、

中
城
村
、
西
原
町
の
三
市
町
村

の
枠
組
に
よ
る
合
併
の
賛
否
を

問
う
住
民
投
票
の
結
果
は
開
票

要
件
で
あ
る
投
票
率
五
十
パ
ー

セ
ン
ト
を
大
幅
に
割
り
込
み
、

三
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
終
り
開
票

す
る
こ
と
な
く
不
成
立
と
な
っ

た
。
多
額
の
費
用
と
労
力
を
用

し
、
町
行
政
の
最
重
要
課
題
と

し
て
町
長
を
先
頭
に
全
力
で
取

組
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全

く
予
想
を
下
回
る
結
果
に
終
っ

た
の
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
要
因

が
あ
っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

町
長
　
そ
の
要
因
に
つ
い
て
、

こ
れ
か
ら
具
体
的
に
ど
う
い
う

も
の
が
あ
っ
た
の
か
検
証
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
多
く

の
課
題
が
あ
り
、
八
項
目
ぐ
ら

い
の
要
因
が
あ
る
と
見
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
内
部
で
再
度
検
証
し
て

一
体
ど
こ
に
あ
る
の
か
検
証
し

た
い
。
そ
の
意
味
で
冷
却
期
間

を
置
く
と
い
う
こ
と
で
ご
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

浦
添
市
と
の
合
併
が
町

民
の
総
意
と
思
う
が

浦
添
市
と
は
歴
史
的
、
文

化
的
、
人
間
的
な
つ
な
が

り
か
ら
し
て
合
併
を
す
る
の
で

あ
れ
ば
当
然
、
浦
添
市
と
の
合

併
を
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
浦
添
市
長
も
西
原

町
と
の
合
併
を
考
え
て
お
り
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
今
回
そ
れ
が

進
ま
な
か
っ
た
の
は
ど
こ
に
ボ

タ
ン
の
掛
け
違
い
が
あ
っ
た
の

か
？

町
長
　
確
か
に
浦
添
市
長
は
マ

ス
コ
ミ
で
ラ
ブ
コ
ー
ル
が
あ
っ

た
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
ま

す
。
あ
る
会
場
で
同
席
し
た
こ

と
が
あ
り
、
あ
い
さ
つ
の
中
で

本
音
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
西
原
と
一
緒
で

あ
れ
ば
と
い
う
話
は
出
て
お
り

ま
し
た
。
平
成
十
三
年
度
の
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
も
提

出
し
て
あ
り
西
原
町
は
本
来
こ

う
い
う
か
た
ち
で
浦
添
趣
向
も

あ
り
ま
す
と
、
ま
た
那
覇
広
域

圏
サ
ブ
コ
ア
と
し
て
の
浦
添
、

宜
野
湾
、
西
原
の
組
合
せ
が
い

い
と
考
え
て
お
り
、
ボ
タ
ン
の

掛
け
違
い
を
私
が
誤
解
し
て
お

れ
ば
一
市
二
町
の
話
を
し
た
と

き
に
、
一
市
一
町
は
ど
う
だ
ろ

う
と
話
が
出
な
か
っ
た
の
は
一

体
何
な
の
か
、
そ
の
場
し
の
ぎ

の
発
言
で
は
、
は
た
迷
惑
だ
と

私
は
こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り

ま
す
。

問

問

障
害
を
持
つ
子
供
た
ち

の
保
育
に
つ
い
て
現
状

及
び
課
題
を
お
聞
き
し
ま
す
。

こ
れ
は
身
体
的
障
害
、
あ
る
い

は
知
的
障
害
、
両
方
そ
れ
ぞ
れ

違
う
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
が

我
が
西
原
町
で
は
ど
の
よ
う
に

今
な
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
障

害
児
学
童
保
育
や
ま
た
そ
の
対

象
外
の
お
子
さ
ん
の
処
遇
に
つ

い
て
も
お
聞
き
致
し
ま
す
。

福
祉
課
長
　
現
在
、
保
育
所
で

障
害
児
保
育
を
受
け
て
い
る
児

童
が
十
一
名
い
ま
す
。
知
的
障

害
、
身
体
的
障
害
、
両
者
で
す
。

保
育
所
で
の
障
害
児
保
育
は
概

ね
三
才
か
ら
該
当
し
ま
す
。
そ

れ
以
前
の
お
子
さ
ん
は
保
護
者

同
伴
で
指
導
を
受
け
る
場
所
、

西
原
町
通
園
事
業
あ
ゆ
み
が
ご

ざ
い
ま
す
。
現
在
、
体
験
入
園

も
含
め
ま
し
て
七
名
の
お
子
さ

ん
が
通
園
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
他
学
童
保
育
に
お
き
ま
し
て

も
、
障
害
児
を
今
受
け
入
れ
て

お
り
ま
す
。
実
は
障
害
者
福
祉

の
方
が
変
わ
り
ま
し
て
今
年
か

ら
支
援
費
と
云
う
ふ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
支
援
費
の
枠
の

中
に
障
害
児
が
利
用
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
が
二
点
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
が
児
童
短
期
入
所
事
業

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）、
児
童
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
云
う
の
が

あ
り
ま
す
。
養
護
学
校
等
が
休

み
の
夏
休
み
期
間
な
ど
に
活
用

出
来
る
事
業
で
す
。
ま
た
西
原

町
で
は
学
童
的
保
育
を
「
え
ぷ

ろ
ん
」が
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
不
十
分
で
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
の
充
実
を
め
ざ
し

て
今
担
当
者
と
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

障
害
を
持
つ
児
童
生
徒
の

学
校
教
育
の
現
状
は
ど
う

か
。
課
題
と
し
て
ど
う
云
う
問

題
が
あ
る
か
。
身
体
的
障
害
、

知
的
障
害
の
両
方
に
つ
い
て
現

状
を
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

教
育
長
　
何
ら
か
の
要
因
で
体

が
不
自
由
に
な
っ
た
り
、
あ
る

い
は
知
的
に
障
害
を
持
っ
た
子

供
た
ち
が
い
ま
す
。
こ
う
云
う

子
供
達
に
つ
い
て
は
県
が
養
護

学
校
を
設
立
し
専
門
家
の
教
師

を
配
置
し
て
子
供
達
の
自
立
と

社
会
参
加
に
つ
い
て
教
育
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
軽
度
の
子
供

達
に
つ
い
て
は
、
町
の
教
育
委

員
会
の
方
で
就
学
指
導
委
員
会

を
設
立
し
、
医
者
、
大
学
の
先

生
、
専
門
の
先
生
、
擁
護
の
教

諭
等
十
五
名
の
要
員
を
立
ち
上

げ
ま
し
て
、
そ
の
子
供
達
を
面

接
し
、
そ
し
て
皆
さ
ん
の
判
定

で
養
護
学
校
が
い
い
、
特
殊
学

級
が
い
い
、
不
通
学
が
い
い
等

の
判
定
を
下
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
四
月
二
十
四

日
、
文
部
科
学
事
務
次
官
通
知

に
よ
り
学
校
教
育
法
施
行
令
の

一
部
改
正
さ
れ
、
市
町
村
の
役

割
が
大
変
重
視
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
の
判
定
が
あ
っ
て
も
、

親
の
意
見
が
優
先
致
し
ま
す
。

そ
れ
で
課
題
と
し
て
は
そ
う
云

う
子
供
達
を
受
け
入
れ
る
際
、

ど
う
云
う
施
設
を
つ
く
る
の
か

ど
う
云
う
専
門
家
を
ど
う
配
置

す
る
の
か
が
課
題
に
な
り
ま

す
。
町
内
の
小
中
あ
わ
せ
て
十

八
名
が
特
殊
学
級
に
在
籍
し
て

お
り
、
内
訳
と
し
て
知
的
障
害

が
十
一
名
、言
語
障
害
が
五
名
、

情
緒
障
害
が
二
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。
通
常
学
級
に
在
籍
し
、

特
殊
学
級
で
学
ぶ
生
徒
二
十
四

名
い
ま
す
。

問

問

西 原 町 議 会 だ よ り（13）第 18 号 2003（平成15年）12月１日発行

前里光信　議員

◇障害児保育を問う
◇障害児教育の現状

小川　孝　議員

市町村合併
住民投票の不成立の
要因は何か？

投
票
箱�
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去
っ
た
定
例
会
で
も
取
り

上
げ
た
迷
惑
業
者
は
依
然

な
ん
の
変
化
も
な
い
が
、
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
又
、
前
か
ら

宇
治
泊
川
に
汚
水
を
流
し
て
い

る
団
体
の
指
導
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

健
康
衛
生
課
長
　
当
該
事
業
所

内
を
点
検
し
、
い
く
つ
か
改
善

策
に
つ
い
て
指
導
し
て
お
り
ま

す
。
指
導
内
容
は
油
の
地
下
浸

透
対
策
と
エ
ン
ジ
ン
を
外
す
時

容
器
は
油
抜
き
を
す
る
こ
と
、

そ
れ
か
ら
不
法
投
棄
の
禁
止
を

指
導
し
て
改
善
の
確
認
を
し
ま

し
た
。
地
下
浸
透
に
つ
い
て
は

屋
内
で
作
業
す
る
の
で
敷
地
の

セ
メ
ン
ト
張
り
は
い
い
と
の
こ

と
、
油
抜
き
は
容
器
に
抜
き
取

り
専
門
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に

依
頼
、
不
法
焼
却
に
つ
い
て
も

中
止
す
る
と
回
答
が
有
り
、
こ

れ
か
ら
も
違
法
が
な
い
よ
う
に

対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。
宇

治
泊
川
の
汚
染
に
つ
き
ま
し
て

は
当
該
施
設
係
長
よ
り
管
理
状

況
の
説
明
を
受
け
、
調
査
し
た

と
こ
ろ
当
該
施
設
の
安
全
管
理

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
約
四
十
項

目
の
水
質
検
査
結
果
を
年
二
回

報
告
し
ま
す
が
今
の
と
こ
ろ
、

異
状
が
な
い
そ
う
で
す
。保
健
所

職
員
も
単
独
で
何
度
も
調
査
し

て
い
ま
す
が
今
の
と
こ
ろ
汚
染

源
が
特
定
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、

住
民
投
票
が
終
わ
り
結
果

が
示
さ
れ
て
い
ろ
い
ろ
な
面
で

苦
労
し
た
と
思
い
ま
す
。
つ
い

最
近
に
な
っ
て
浦
添
市
が
合
併

問
題
を
取
上
げ
て
、
住
民
も
戸

惑
う
と
思
い
ま
す
が
今
後
の
取

組
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
住
民
投
票
の
結
果
は
非

常
に
残
念
な
結
果
に
終
わ
っ

た
。
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
現
状
の
任
意
協
議
会
の

段
階
で
は
こ
の
程
度
し
か
説
明

で
き
ず
、
非
常
に
難
し
い
課
題

だ
っ
た
。
又
浦
添
市
と
の
合
併

は
十
年
〜
二
十
年
後
の
話
と
断

ら
れ
た
。
現
枠
組
み
で
の
結
果

を
深
く
受
け
止
め
て
こ
れ
か
ら

い
ろ
ん
な
考
え
方
、
状
況
、
情

勢
の
分
析
、
特
に
財
政
論
議
三

市
町
村
組
合
せ
に
変
わ
る
手
法

は
何
が
あ
る
か
、
今
後
冷
却
期

間
を
置
き
一
か
ら
や
り
直
し
の

状
況
で
あ
る
の
で
行
政
も
議
会

も
再
度
町
民
も
一
緒
に
な
っ
て

考
え
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

船
た
ま
り
場
の
管
理
に
つ

い
て
、
最
近
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
が
産
業
課
の
許
可
を
も

ら
っ
て
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
が

現
状
を
伺
い
た
い
。

産
業
課
長
　
平
成
十
四
年
は
使

用
し
た
い
と
連
絡
が
あ
っ
た
の

は
一
件
、
平
成
十
五
年
度
二
件

の
連
絡
が
有
り
許
可
し
た
こ
と

は
な
い
。
港
湾
施
設
で
は
あ
る

が
漁
業
組
合
の
許
可
を
も
ら
う

よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

棚
原
〜
翁
長
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
事
業
に
つ
い
て
、
事
業

は
着
工
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
い

け
な
い
が
ど
の
よ
う
な
状
況
か

伺
い
た
い
。

土
木
課
長
　
総
事
業
費
約
六
億

二
千
万
円
で
用
地
五
十
％
購
入

を
平
成
十
五
年
で
予
定
、
工
事

に
つ
い
て
は
工
事
入
札
は
終
わ

り
ま
し
た
が
、
落
札
業
者
が
倒

産
を
し
て
再
度
入
札
を
や
っ
て

今
着
工
し
て
現
在
進
ん
で
い
ま

す
。着
工
は
し
た
も
の
の
用
地
、

補
償
費
等
を
重
点
的
に
や
っ
て

い
る
状
況
で
す
。

問

問

問問
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◇住、環境整備について
◇市町村合併について
◇船たまり場管理について
◇翁長～棚原線について

西
原
町
は
、
那
覇
、
浦

添
、
宜
野
湾
、
南
風
原
、

与
那
原
と
経
済
圏
に
隣
接
し
、

す
ば
ら
し
い
立
地
条
件
に
あ

り
、
そ
の
優
位
性
を
生
か
し
た

合
併
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
に

す
べ
き
で
あ
る
。
合
併
の
枠
組

み
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
浦
添
市
と
の
合
併

に
つ
い
て
多
く
の
町
民
が
望
ん

で
い
る
、
歴
史
的
背
景
、
交
通

の
利
便
性
、
少
子
高
齢
化
に
対

す
る
福
祉
の
充
実
度
、
行
財
政

力
等
を
考
慮
し
、
新
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
期
待
が
出
来
る
。

浦
添
市
は
平
成
二
十
年
に
は

西
原
町
と
の
合
併
の
意
向
を
表

明
し
て
居
り
ま
す
。
今
後
期
限

内
合
併
に
と
ら
わ
れ
ず
、
浦
添

市
議
会
、
職
員
間
同
士
が
交
流

会
や
情
報
交
換
を
し
、議
論
を

重
ね
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
一
般
の
住
民
の
西

原
ま
つ
り
や
浦
添
ま
つ
り
等
で

伝
統
芸
能
の
交
流
参
加
を
す
す

め
る
こ
と
に
よ
り
、
身
近
な
地

域
の
一
体
感
を
出
し
違
和
感
を

な
く
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で

あ
る
。

合
併
を
推
進
す
る
に
あ
た

り
、
本
町
の
行
政
の
最
小
の
末

端
は
三
十
二
行
政
区
で
各
字
の

自
治
会
で
あ
り
ま
す
。
各
字
単

位
の
組
織
づ
く
り
、
全
町
民
を

網
羅
で
き
る
推
進
協
議
会
を
立

上
げ
、
議
論
を
深
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
合
併
は
財
政
の

た
め
だ
け
で
は
な
く
、
町
民
は

よ
り
身
近
な
税
金
、
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
、
利
便
性
や
福
祉
の
向

上
、
経
済
性
等
の
将
来
に
向
け

て
の
町
づ
く
り
を
望
ん
で
い

る
。
浦
添
市
と
の
合
併
は
一
市

一
町
で
広
域
合
併
よ
り
は
ス
ム

ー
ズ
に
で
き
る
も
の
と
思
う
。

将
来
二
十
万
都
市
と
し
て
夢
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
提
案
し
ま

す
。住

民
投
票
の
結
果
を
受
け

て
、
現
枠
組
に
対
す
る
反
対
、

低
投
票
率
に
な
っ
た
反
省
点
、

今
後
の
合
併
を
ど
う
進
め
て
行

く
か
、
浦
添
市
と
の
合
併
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。
ま

た
住
民
発
議
で
提
出
さ
れ
て
居

り
ま
す
が
、
そ
の
対
処
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長
　
住
民
投
票
の
結
果
、
こ

の
際
充
分
反
省
し
、
今
後
の
合

併
問
題
に
つ
い
て
は
白
紙
の
状

態
で
冷
却
期
間
を
置
い
て
考
え

た
い
。
住
民
発
議
の
対
処
に
つ

い
て
は
発
議
の
上
が
っ
た
時
点

で
他
市
町
村
の
意
向
も
み
な
が

ら
、
本
町
は
住
民
投
票
の
結
果

が
で
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
議

会
提
案
に
な
る
と
、
附
帯
意
見

書
を
添
え
て
の
提
案
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

小
波
津
後
原
農
振
農
用
地

で
中
古
車
解
体
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
経
過
や
対
処

策
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長
　
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
産
業
課
、

健
康
衛
生
課
、
農
業
委
員
会
が

か
か
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
去
っ

た
五
月
、
農
地
法
の
三
条
の
許

可
申
請
が
出
さ
れ
、
廃
棄
車
九

台
を
片
づ
け
る
約
束
で
し
た

が
、
そ
の
後
解
体
を
行
っ
て
い

る
現
状
に
あ
り
ま
す
。
農
地
法

違
反
、
廃
棄
物
違
反
で
あ
り
ま

す
。
今
後
、
県
、
農
地
農
政
課
、

浦
添
署
、
南
部
保
健
事
務
所
、

産
業
課
と
の
連
絡
を
取
り
な
が

ら
適
正
な
処
理
を
し
て
い
き
ま

す
。

問

問

大城好弘 議員

平成20年に向け浦添市
との合併をZ

No18号-P2̃20PDF  04.1.5 4:58 PM  ページ 12



合
併
す
る
に
は
枠
組
み

が
大
切
で
あ
り
、
枠
組

み
に
対
す
る
論
議
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
今
回
そ
れ
が

あ
ま
り
論
議
さ
れ
る
こ
と
が
少

な
か
っ
た
の
で
は
と
受
け
止
め

て
い
ま
す
が
。

町
長

枠
組
み
の
問
題
で
す

が
、
十
五
組
ぐ
ら
い
の
組
み
合

わ
せ
が
物
理
的
に
可
能
だ
と
。

た
だ
相
手
の
あ
る
こ
と
で
果
し

て
ど
れ
が
ま
と
ま
る
の
か
、
そ

れ
は
わ
か
ら
な
い
と
。
い
ろ
ん

な
条
件
の
中
で
我
々
と
し
て
は

最
良
の
選
択
を
し
た
つ
も
り
で

す
。枠

組
み
そ
の
も
の
を
決
め
な

い
で
合
併
論
議
は
出
来
な
い

と
。
相
手
の
あ
る
こ
と
で
す
か

ら
、
温
度
差
が
多
少
あ
っ
た
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

住
民
に
直
接
か
か
わ
り
の

あ
る
事
柄
の
擦
り
合
せ
は

法
定
協
議
会
で
の
業
務
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
任
意
協
議
会
段
階

で
の
住
民
投
票
は
早
急
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

町
長
　
今
回
の
合
併
問
題
は
財

政
と
か
ら
ん
で
法
定
期
限
が
あ

り
、
私
は
そ
れ
を
大
前
提
と
し

て
合
併
論
議
を
や
っ
て
お
り
ま

す
。
時
間
的
な
制
約
の
中
で
枠

組
み
を
決
め
て
か
ら
住
民
投
票

す
べ
し
と
。
法
定
期
限
が
な
け

れ
ば
住
民
投
票
は
再
来
年
で
も

よ
か
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
私
は
任
意
協
議
会
で
話

し
合
っ
て
い
る
の
は
総
論
部
分

で
、
住
民
に
充
分
説
明
出
来
な

か
っ
た
の
で
法
定
協
議
会
に
移

行
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
。
こ
れ

を
住
民
が
NO
だ
と
言
う
の
で
あ

れ
ば
、
も
う
こ
れ
以
上
前
に
進

む
こ
と
は
出
来
な
い
。
冷
却
期

間
を
置
い
て
こ
の
問
題
を
分
析

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
ふ
う

に
考
え
て
い
ま
す
。

論
議
は
情
報
の
共
有
化

か
ら町

は
多
く
の
情
報
を
提
供

し
た
と
言
い
ま
す
が
、
結

果
と
し
て
住
民
投
票
が
不
成
立

に
終
っ
た
要
因
の
一
つ
に
互
い

に
情
報
を
共
有
化
（
ニ
セ
コ
町

の
方
法
）
し
て
論
ず
る
こ
と
が

な
か
っ
た
と
考
え
ま
す
が
ど
う

で
す
か
。

町
長
　
ニ
セ
コ
町
の
こ
と
は
よ

く
知
っ
て
い
ま
す
。
人
口
四
千

人
ぐ
ら
い
の
町
で
す
。
う
ち
の

職
員
も
調
査
に
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。
人
口
四
千
人
も
三
万
三

千
人
も
み
な
同
じ
手
法
で
や
れ

ば
住
民
投
票
は
成
功
し
た
か
と

い
う
と
私
は
決
し
て
そ
う
で
は

な
い
と
。
特
例
法
の
制
約
が
な

け
れ
ば
ニ
セ
コ
町
以
上
に
時
間

を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
構
え
ら
れ

る
と
。

精
神
障
害
者
福
祉

町
が
行
っ
て
い
る
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
・
グ
ル
ー
プ
の
各
事
業
の
実

態
を
伺
い
ま
す
。

健
康
衛
生
課
長
　
現
在
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
事
業
は
三
人
・
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
事
業
は
県
が
来
月
開

設
予
定
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
事

業
は
九
月
現
在
入
居
希
望
者
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問

問問
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情
報
セ
ン
タ
ー
の
図
書
館

待
ち
に
待
っ
た
図
書
館
が

来
年
十
月
に
は
オ
ー
プ
ン

さ
れ
る
。
図
書
館
が
情
報
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
全

町
民
共
通
の
認
識
を
高
め
、
そ

の
機
能
が
大
い
に
活
用
さ
れ
る

よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
図
書
館
の
自
由
に
関

す
る
宣
言
は
、
人
間
は
情
報
や

知
識
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
成

長
し
生
活
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
文
化
的
な

潤
い
の
あ
る
生
活
を
営
む
権
利

を
有
す
る
と
図
書
館
の
重
要
性

を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
基
本
理

念
の
も
と
に
町
立
図
書
館
が
運

営
さ
れ
、
多
く
の
町
民
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

活
発
な
図
書
館
活
動
に

必
要
な
司
書
の
確
保
を

図
書
館
活
動
に
と
っ
て
大

き
な
比
重
を
も
つ
と
い
わ

れ
る
図
書
館
司
書
は
、
開
館
時

に
何
名
配
置
さ
れ
る
の
か
。

図
書
館
準
備
室
長
　
予
算
と
の

関
係
で
五
名
程
度
と
み
て
い

る
。企

業
家
へ
の
情
報
提
供
を

重
視
し
、
行
政
の
情
報
公

開
業
務
も
図
書
館
で
あ
つ
か
う

考
え
は
な
い
か
。

総
務
課
主
幹
　
情
報
公
開
の
請

求
者
が
来
た
ら
、
必
要
と
す
る

情
報
に
つ
い
て
、
関
係
課
の
担

当
職
員
と
の
調
整
が
必
要
で
、

本
庁
舎
と
離
れ
て
図
書
館
で
や

る
の
は
困
難
な
状
況
で
す
。

図
書
館
建
設
を
契
機
に
町

民
か
ら
の
寄
贈
図
書
を
受

け
入
れ
て
活
用
の
手
だ
て
を
。

図
書
館
準
備
室
長
　
寄
贈
図
書

受
け
入
れ
方
針
に
も
と
づ
い
て

町
民
か
ら
の
貴
重
な
図
書
に
つ

い
て
は
受
け
入
れ
て
、
図
書
館

で
一
般
図
書
と
同
じ
よ
う
に
開

架
室
に
お
い
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。

図
書
館
周
辺
の
道
路
整
備

と
安
全
対
策
の
強
化
を

図
書
館
が
完
成
し
業
務
が

開
始
さ
れ
る
と
一
日
に
三

百
人
の
利
用
者
が
見
こ
ま
れ
、

図
書
館
周
辺
の
交
通
量
が
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
利

用
者
の
安
全
を
保
障
す
る
た
め

に
周
辺
道
路
の
整
備
が
急
が
れ

る
。
町
道
与
那
城
呉
屋
線
、
町

道
小
波
津
与
那
城
線
、
西
原
ハ

イ
ツ
一
号
線
を
結
ぶ
変
則
的
な

交
差
点
の
改
良
を
実
施
す
る
考

え
は
な
い
か
。

土
木
課
長
　
確
か
に
そ
こ
の
交

差
点
は
変
則
的
で
、
大
き
い
車

が
す
れ
ち
が
う
場
合
は
、
き
び

し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
現

在
、
改
良
す
る
予
定
は
な
い
。

中
央
公
民
館
図
書
室
の
平

成
十
四
年
度
の
年
間
貸
出

冊
数
、
町
民
一
人
当
た
り
貸
出

冊
数
、
一
日
当
た
り
利
用
者
数

は
い
く
ら
か
。

図
書
館
準
備
室
長
　
年
間
貸
出

冊
数
が
一
万
四
、
四
七
八
冊
。

一
人
当
た
り
年
間
貸
出
冊
数
は

一
・
九
冊
で
一
日
当
た
り
利
用

者
数
は
三
九
・
七
二
人
で
す
。

国
保
法
四
十
四
条
に
よ
る

減
免
措
置
要
綱
策
定
見
通

し
は
。

保
険
課
長
　
平
成
十
六
年
四
月

一
日
実
施
に
向
け
て
検
討
中
。

問

問問問

問問問
伊礼一美　議員

21世紀へのプレゼント
町立図書館が来年10
月開館めざし工事進
行中

伊川幸子 議員

合併を問う住民投票の
結果から
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合
併
に
つ
い
て

三
○
・
一
九
四
％
、
大

変
低
投
票
率
の
住
民
投

票
は
町
民
は
も
ち
ろ
ん
、
供
に

合
併
を
進
め
た
枠
組
み
の
宜
野

湾
市
、
中
城
村
に
対
し
て
も
大

変
迷
惑
に
な
っ
た
と
思
う
。
住

民
投
票
は
失
敗
に
終
わ
っ
た

が
、
そ
の
検
証
は
必
要
だ
と
考

え
る
。
今
住
民
発
議
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
が
町
長
の
他
の
議
員

へ
の
答
弁
か
ら
、
意
見
を
付
し

て
上
程
す
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
住
民
発
議
が
出
た
と
い
う

こ
と
は
、
町
長
に
最
後
の
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
何
も
意
見
を
付
す
る
こ

と
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

住
民
発
議
自
体
が
法
的
行
為
で

あ
り
、
粛
々
と
事
務
を
進
め
て

欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
ど

う
で
す
か
。

町
長
　
住
民
投
票
と
住
民
発
議

の
関
係
は
、
や
は
り
住
民
投
票

を
受
け
た
後
の
住
民
発
議
で
す

か
ら
、
法
律
は
法
律
と
し
て
守

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら

そ
の
よ
う
に
対
応
し
た
い
。
た

だ
単
に
右
か
ら
左
へ
と
い
う
よ

う
な
こ
と
に
は
問
題
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

環
境
整
備
に
つ
い
て

琉
大
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
道
路

の
現
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

総
務
課
長
　
琉
大
当
局
と
地
権

者
と
の
間
は
、
物
件
交
換
、
金

銭
面
等
に
つ
い
て
は
調
整
は
さ

れ
た
も
の
の
契
約
に
至
っ
て
な

い
、
そ
れ
は
琉
大
側
の
八
○
平

米
程
度
が
実
際
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

に
利
用
さ
れ
、
残
り
の
七
○
○

平
米
余
に
つ
い
て
は
プ
ロ
ム
ナ

ー
ド
に
活
用
さ
れ
ず
、
総
合
事

務
局
、
文
部
科
学
省
と
の
間
で

余
っ
た
土
地
の
利
用
に
つ
い
て

十
分
な
調
整
が
な
さ
れ
て
な
い

よ
う
で
す
。
い
ま
琉
球
大
学
も

独
立
行
政
法
人
、
来
年
四
月
一

日
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

と
の
こ
と
、
琉
大
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
の
件
は
、
そ
の
法
人
化
以
降

に
と
、
一
応
考
え
て
い
る
よ
う

で
す
。

農
政
に
つ
い
て

q
平
成
十
五
年
度
の
平
張

り
ハ
ウ
ス
の
バ
ナ
ナ
の
実

績
は
、
w
平
成
十
四
年
度
の
平

張
り
ハ
ウ
ス
の
面
積
と
生
産
者

は
何
名
か
。
e
平
成
十
四
年
度

の
み
ょ
う
芽
の
生
産
量
は
、
今

後
の
普
及
計
画
は
。

産
業
課
長
　
平
成
十
三
年
度
の

平
張
り
ハ
ウ
ス
バ
ナ
ナ
の
実

績
、
Ｊ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
と
し
て

は
生
産
量
、
一
七
・
一
四
○
キ

ロ
、
販
売
高
、
五
○
一
万
六
千

円
、
そ
の
内
西
原
町
、
生
産
量
、

七
○
○
キ
ロ
、
販
売
高
、
二
十

四
万
三
千
円
、
平
成
十
四
年
度

は
、
生
産
総
合
対
策
事
業
を
導

入
し
Ｊ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
と
し

て
、
人
数
が
十
五
名
、
総
面
積

が
九
千
八
百
六
十
七
平
米
、
そ

の
内
西
原
町
は
、
六
名
で
、
三

千
八
百
十
六
平
米
、
平
成
十
四

年
度
の
西
原
町
の
み
ょ
う
芽
の

面
積
は
、
坪
数
で
、
二
○
○
坪

の
施
設
を
有
し
て
い
ま
す
。
出

荷
は
、
平
成
十
五
年
三
月
十
八

日
か
ら
八
月
ま
で
に
、
一
千
七

七
七
キ
ロ
二
八
四
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問

問

本
庁
舎
や
町
中
央
公
民
館

の
駐
車
場
は
、
本
庁
舎
が

常
に
満
車
に
近
い
状
態
で
あ

り
、
町
中
央
公
民
館
は
平
日
で

も
七
、
八
十
台
が
駐
車
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
行
事
が
重
な
る
と

満
車
に
な
り
、
路
上
駐
車
し
て

バ
ス
会
社
等
に
迷
惑
を
か
け
て

お
り
、
利
用
す
る
町
民
か
ら
苦

情
も
聞
こ
え
、
不
便
を
感
じ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
両
施
設

の
緑
地
部
分
を
一
部
撤
去
し
て

整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
ど
う

か
。

総
務
課
長
　
本
庁
舎
の
駐
車
場

は
、
慢
性
的
な
不
足
で
あ
り
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
大
変
不
便

を
か
け
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

職
員
等
の
駐
車
禁
止
や
公
用
車

を
県
道
三
八
号
線
沿
い
に
約
十

七
台
の
駐
車
場
を
確
保
し
て
来

客
駐
車
場
を
拡
大
し
て
お
り
、

当
分
は
非
常
に
厳
し
い
と
思
う

が
、
直
ち
に
緑
地
部
分
を
潰
す

こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

生
涯
学
習
課
長
　
中
央
公
民
館

の
駐
車
場
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の

周
辺
に
沿
っ
て
斜
め
に
駐
車
場

を
造
っ
て
、
軽
乗
用
車
二
十
三

台
が
駐
車
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
て
お
り
、
ロ
ー
タ
リ
ー

の
一
部
撤
去
は
考
え
て
な
い
。

町
運
動
公
園
の
清
掃
作
業

は
、
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
委
託
し
て
い
る

が
、
清
掃
の
日
を
制
定
し
て
全

町
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
手
弁

当
）
に
よ
る
清
掃
作
業
を
企
画

し
て
自
治
会
に
提
案
し
て
は
ど

う
か
。

都
市
計
画
課
長
　
年
間
一
、
○

○
○
万
円
を
超
え
る
額
で
委
託

さ
せ
て
い
る
の
で
、
財
源
の
節

減
か
ら
清
掃
の
日
を
制
定
し

て
、
シ
ル
バ
ー
に
委
託
し
て
い

る
の
を
全
部
で
は
な
く
、
箇
所

ご
と
に
分
け
、
前
向
き
に
検
討

し
て
課
内
及
び
関
係
課
と
協
議

し
て
い
き
た
い
。

課
税
客
体
の
把
握
方
法

は

固
定
資
産
税
は
、
土
地
と

建
物
に
課
税
さ
れ
る
が
、

建
物
の
課
税
に
つ
い
て
、
不
動

産
登
記
を
行
っ
て
な
い
課
税
客

体
の
把
握
、
調
査
の
方
法
は
ど

の
様
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

税
務
課
長
　
建
物
関
係
の
課
税

客
体
の
調
査
は
、
建
築
確
認
申

請
や
法
務
局
か
ら
の
登
記
通
知

書
等
の
確
認
で
十
分
対
応
で
き

る
が
、
違
法
建
築
物
や
建
築
確

認
を
要
し
な
い
建
物
な
ど
の
調

査
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

家
屋
調
査
の
時
に
周
辺
に
変

わ
っ
た
建
物
が
な
い
か
、
住
民

等
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た

時
に
調
査
に
行
く
と
か
、
航
空

写
真
を
確
認
し
て
調
査
に
行
き

課
税
客
体
の
把
握
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

障
害
児
の
学
童
保
育
は

障
害
児
の
学
童
保
育
に
つ

い
て
ど
の
様
な
取
り
組
み

状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長
　
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
で
十
四
年
度
二
名
、
十
五
年

度
三
名
の
障
害
児
を
受
け
入
れ

て
お
り
、
ま
だ
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
数
で
は
な
い
の
で
、
全
学

童
ク
ラ
ブ
（
四
学
童
）
で
の
受

け
入
れ
の
指
導
を
行
っ
て
い

る
。

問

問

屋良朝英　議員

住民発議を真剣に受け
とめよY

問

城間義光　議員

駐車場の整備と
清掃の日の制定をY

問問
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本
町
に
は
豊
か
な
自
然
、

深
い
歴
史
、
美
し
い
海
、

今
も
息
づ
く
伝
統
文
化
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
を
生
か

す
な
か
で
歴
史
文
化
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ブ
ル
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
、
い
ろ
ん
な
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
複
合
的
に
組
み
合
わ
せ

生
活
全
体
を
健
康
的
な
も
の
に

変
え
る
ウ
エ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ

ム
等
が
あ
る
。

町
の
第
三
次
基
本
計
画
と
か

み
合
わ
せ
る
な
か
で
、
各
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
実
施
は
で
き
な
い

か
。

生
涯
学
習
課
長
　
町
内
の
文
化

財
は
町
内
の
小
学
校
や
中
学
校

の
総
合
的
学
習
の
学
校
教
材
と

し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
町
の
指
定
文
化
財
、
指

定
外
の
文
化
財
、
そ
れ
か
ら
伝

統
芸
能
等
も
含
め
保
護
整
備
を

図
り
な
が
ら
歴
史
文
化
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

健
康
衛
生
課
長
　
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
つ
い
て
は
観
光
地
の
整

備
や
諸
施
設
の
整
備
、
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
協
会
の
立
上
げ
等
、

一
方
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
保
養
型
観
光
の
メ
ニ
ュ
ー

な
ど
本
町
で
取
組
む
に
は
課
題

が
多
く
県
レ
ベ
ル
で
の
取
組
み

が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

産
業
課
長
　
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
小
波
津
の
あ
や
め
加
工

所
に
お
い
て
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
収
穫

体
験
、
ソ
バ
作
り
体
験
が
で
き

ま
す
。
県
か
ら
の
研
修
依
頼
も

あ
る
の
で
予
算
を
確
保
し
更
に

取
組
み
た
い
。
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
本
町
の
漁
業
者
が
減
少

す
る
な
か
、
課
題
と
し
て
検
討

し
た
い
。

議
会
答
弁
の
進
捗
に
つ
い
て

水
産
金
融
制
度
資
金
の
普

及
指
導
は
そ
の
後
ど
の
よ

う
に
な
さ
れ
た
の
か
。

産
業
課
長
　
無
利
息
資
金
の
沿

岸
漁
業
改
善
資
金
を
勧
め
て
お

り
ま
す
。
県
発
行
の
「
水
産
制

度
資
金
の
ご
案
内
」
を
活
用
し

漁
協
と
も
連
携
を
と
り
指
導
し

た
い
。町

歌
放
送
の
検
討
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
町
歌
の
普
及
啓
発

は
極
め
て
重
要
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
新
た
に
放
送
施
設
を

設
け
る
こ
と
は
相
当
の
予
算
が

伴
う
。
庁
舎
内
で
電
話
回
線
を

利
用
し
て
の
放
送
、
広
報
車
を

活
用
し
て
の
放
送
等
を
検
討
し

て
お
り
、
予
算
の
伴
わ
な
い
ケ

ー
ス
は
年
内
に
実
施
で
き
る
よ

う
調
整
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

小
橋
川
地
区
の
土
砂
崩
れ

農
地
の
現
状
回
復
対
応
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
課
長
　
当
該
農
地
は
現
在

も
侵
食
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
県
中
部
農
林
土
木

事
務
所
の
農
村
整
備
課
と
農
地

災
害
の
適
応
が
で
き
な
い
か

度
々
協
議
を
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
土
木
災
害
の
な
か
で
適

応
で
き
な
い
か
ど
う
か
。
今
後

は
土
木
課
も
含
め
一
緒
に
な
っ

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

問

問

問問

毎
年
、
夏
場
に
な
る
と
陸

上
競
技
場
の
芝
生
の
生
育

が
悪
く
な
る
。
特
に
今
年
は
異

常
な
高
温
と
干
ば
つ
の
た
め
、

芝
生
は
枯
れ
た
よ
う
な
状
態
だ

っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
に
も
適
度
に

散
水
し
な
い
と
土
が
堅
く
な
っ

て
練
習
や
競
技
会
に
支
障
を
き

た
す
。
芝
生
の
養
生
や
ト
ラ
ッ

ク
の
維
持
・
管
理
の
た
め
に
は

大
量
の
散
水
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
競
技
場
の
近
く
に
大
き
な

雨
水
タ
ン
ク
の
設
置
が
必
要
で

は
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
現
在
、
四
○

ト
ン
の
雨
水
タ
ン
ク
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
散
水
に
は
十

分
で
な
い
。
水
道
水
も
利
用
し

て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

都
市
計
画
課
長
　
ト
ラ
ッ
ク
や

フ
ィ
ー
ル
ド
全
体
と
し
て
は
二

二
○
ト
ン
の
散
水
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。
異
常
気
象
を
想
定
し

て
競
技
場
を
管
理
す
る
と
な
る

と
将
来
的
に
は
大
き
な
タ
ン
ク

の
設
置
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

今
後
検
討
し
た
い
。

文
部
科
学
省
指
定
の
放
課

後
チ
ュ
ー
タ
ー
の
調
査
研

究
事
業
の
目
的
や
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

教
育
長
　
趣
旨
と
し
て
は
、
小

学
校
に
お
け
る
放
課
後
の
学
習

相
談
を
は
じ
め
と
し
て
、
学
習

の
つ
ま
ず
き
の
解
消
や
学
習
意

欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
と
、
教

員
志
望
者
が
実
践
的
な
調
査
研

究
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
本
町
で
は
小
学
校
の
二

校
が
二
カ
年
間
の
指
定
を
受
け

て
お
り
ま
す
。

学
校
教
育
課
長
　
本
年
度
は
九

月
と
十
月
に
琉
大
生
が
西
原
小

に
六
名
、
西
原
南
小
に
四
名
配

置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
九
月
は

学
生
が
夏
休
み
の
た
め
、
午
前

の
授
業
か
ら
放
課
後
ま
で
、
十

月
は
運
用
状
況
が
変
わ
り
ま

す
。
十
一
月
以
降
は
琉
球
大
学

の
教
育
実
践
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
に
移

管
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
り
ま

す
。

市
町
村
合
併
を
問
う
、
住

民
投
票
は
成
立
し
な
か
っ

た
が
、
本
町
が
今
ま
で
多
く
の

時
間
と
労
力
を
掛
け
て
合
併
問

題
を
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
は

高
く
評
価
し
て
い
る
。
と
こ
ろ

で
住
民
発
議
が
出
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
な
る
べ

く
早
く
法
定
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
特
例
措
置
の
期
限
で
あ
る

十
七
年
三
月
ま
で
は
今
の
三
市

町
村（
宜
野
湾
・
中
城
・
西
原
）

の
枠
組
み
で
進
め
た
方
が
よ
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

町
長
　
合
併
問
題
に
つ
い
て
は

住
民
投
票
が
成
立
し
な
か
っ
た

の
で
冷
却
期
間
を
お
い
て
十
分

に
検
討
し
た
い
。
住
民
発
議
に

対
し
て
は
私
た
ち
の
手
元
に
届

い
た
事
務
的
な
も
の
は
可
能
な

限
り
迅
速
に
処
理
し
た
い
。
住

民
発
議
に
よ
る
法
定
協
議
会
を

立
ち
上
げ
る
に
し
て
も
、
三
市

町
村
の
枠
組
み
で
行
っ
た
住
民

投
票
の
結
果
を
踏
ま
え
た
か
た

ち
で
の
提
案
に
な
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。

問

問

問
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呉屋吉則　議員

◇陸上競技場用の雨水タン
クの設置

◇学習チューターの配置
◇市町村合併

◇ツーリズムの検討を
◇町歌放送の検討他は
その後どうなったか
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合
併
に
つ
い
て
の
問
題

は
国
の
財
政
破
綻
、
デ

フ
レ
不
況
の
長
期
化
が
要
因
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
国
は
補

助
の
削
減
や
交
付
税
の
見
直
し

で
は
な
く
、
国
会
議
員
の
定
数

の
削
減
、
国
家
公
務
員
の
給
与

を
民
間
レ
ベ
ル
に
近
づ
け
る
こ

と
、
天
下
り
の
禁
止
、
特
殊
法

人
整
理
統
合
の
解
決
が
先
だ
と

考
え
ま
す
。
省
庁
や
政
府
与
党

に
対
し
て
陳
情
合
戦
を
ま
だ
つ

づ
け
て
い
る
。
国
は
特
例
債
を

利
用
し
て
景
気
回
復
の
た
め
に

地
方
に
財
政
投
資
を
や
れ
と
言

っ
て
い
る
の
が
問
題
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
町
の
人
口
は
増

加
し
て
お
り
財
政
需
要
は
旺
盛

に
な
る
の
は
確
実
で
あ
る
。
現

実
問
題
と
し
て
合
併
を
や
る
と

す
れ
ば
特
例
法
の
期
限
内
の
成

立
が
ベ
タ
ー
な
選
択
だ
と
思
う

が
町
長
の
基
本
的
な
考
え
方
を

お
聞
き
し
ま
す
。

町
長
　
国
の
財
政
再
建
、
三
位

一
体
の
改
革
、
地
方
分
権
の
推

進
と
合
わ
せ
て
行
革
を
し
た
中

で
合
併
の
選
択
は
市
町
村
に
委

さ
れ
て
い
る
が
、
選
択
肢
は
あ

ま
り
な
い
。
一
言
で
い
え
ば

我
々
も
被
害
者
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
生
き
残
り
を
か
け
た

苦
渋
の
選
択
で
あ
り
、
短
期
決

戦
と
言
う
か
た
ち
で
住
民
投
票

に
持
ち
込
ん
だ
訳
で
す
。
住
民

の
意
向
や
住
民
発
議
の
問
題
、

枠
組
み
の
問
題
、
財
政
の
問
題

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
の
問
題
等
い

ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ
り
、
実
施

し
て
き
た
住
民
投
票
の
徹
底
し

た
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

兼
久
の
ス
ク
道
（
兼
久
仲

伊
保
線
）
の
農
協
集
荷
場

付
近
は
雨
が
降
る
と
雨
水
が
た

ま
り
人
や
車
の
通
行
に
支
障
を

き
た
し
て
お
り
、
道
路
整
備
を

早
急
に
や
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

土
木
課
長
　
こ
の
線
に
つ
い
て

は
平
成
十
七
年
以
降
事
業
で
兼

久
川
か
ら
小
那
覇
マ
リ
ン
タ
ウ

ン
線
ま
で
が
事
業
計
画
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
場
所
は
個
人
有
地

で
あ
り
、
素
掘
り
側
溝
が
で
き

る
か
煮
詰
め
な
が
ら
早
い
時
期

に
や
っ
て
い
き
た
い
。

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
域
の
工

事
が
終
了
し
た
部
分
に
つ

い
て
は
他
の
工
事
に
支
障
が
な

け
れ
ば
町
民
へ
開
放
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
海
岸
側
で
の
つ
り

禁
止
の
立
看
は
お
か
し
い
と
思

う
が
ど
う
か
。
こ
こ
は
町
民
の

た
め
の
工
事
で
あ
り
、
町
民
本

意
の
点
か
ら
考
え
て
も
、
開
放

す
べ
き
で
あ
る
。

都
市
計
画
課
長

安
全
管
理
や

維
持
管
理
、
衛
生
管
理
の
面
か

ら
も
開
放
は
む
つ
か
し
い
。
ビ

ー
チ
や
緑
地
は
平
成
十
八
年
度

に
は
開
放
す
る
。
海
岸
側
の
部

分
的
な
開
放
に
つ
い
て
は
県
と

も
協
議
し
て
、
立
看
等
の
撤
去

も
含
め
て
対
応
し
た
い
。

問

問

問

西 原 町 議 会 だ よ り 第 18 号 （16）2003（平成15年）12月１日発行

去
る
八
月
十
日
に
襲
来
し

た
台
風
十
号
に
よ
る
内
間

御
殿
石
垣
の
崩
壊
部
分
の
修

復
、
倒
木
の
処
理
、
ま
た
御
殿

復
元
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い

て
も
伺
い
ま
す
。

町
長
　
内
間
御
殿
の
復
元
に
つ

い
て
は
、
西
原
町
の
今
後
の
文

化
行
政
の
大
き
な
目
玉
だ
と
考

え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
植
生
調

査
、
模
型
製
作
等
で
町
民
の
意

識
の
高
揚
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
台
風
に
よ
る
石
垣
の

一
部
が
崩
壊
し
非
常
に
残
念
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。
文
化
財
の

復
旧
に
つ
い
て
は
普
通
の
災
害

復
旧
、
処
理
と
は
違
い
簡
単
に

は
手
が
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

生
涯
学
習
課
長
　
石
垣
崩
壊
の

件
に
つ
い
て
は
、
町
の
文
化
財

保
護
審
議
条
例
の
指
定
を
受
け

て
な
い
状
況
で
有
効
な
対
策
が

と
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ

以
上
の
破
壊
の
進
行
を
く
い
止

め
る
た
め
、
文
化
財
の
現
行
変

更
を
し
な
い
状
況
の
も
と
、
石

垣
に
抱
き
着
い
た
木
々
の
根
の

切
断
等
の
処
置
は
文
化
財
保
護

の
観
点
か
ら
特
に
問
題
は
な
い

と
、
県
か
ら
指
導
助
言
を
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
倒
木
処
理
に
つ

い
て
は
話
し
合
い
の
最
中
で

す
。内

間
御
殿
の
復
元
に
つ
い

て
は
難
し
い
問
題
だ
と
理

解
し
て
お
り
ま
す
が
、
先
延
ば

し
先
延
ば
し
し
て
い
て
は
だ

め
、
や
は
り
期
限
を
決
め
、
直

接
財
団
側
と
の
意
見
交
換
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
が
ど
う
で
す

か
。
倒
木
の
件
で
す
が
、
あ
ま

り
に
も
大
木
で
地
元
で
は
運
搬

処
理
等
で
き
な
い
。
ぜ
ひ
行
政

で
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

生
涯
学
習
課
長
　
復
元
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
十
四
年
度
に
聞

き
取
り
調
査
業
務
等
を
や
っ
て

お
り
、
今
後
も
復
元
の
実
現
に

向
け
て
調
査
研
究
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。
地
権
者
と
の
話
し

合
い
の
件
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

も
幾
度
と
な
く
当
該
史
跡
の
保

存
の
話
し
合
い
は
も
た
れ
て
い

る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
が
、
保

護
審
議
委
員
の
方
々
の
指
導
助

言
を
受
け
な
が
ら
作
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

教
育
長
　
倒
木
の
撤
去
処
理
等

に
つ
い
て
は
関
係
課
の
方
と
話

し
合
い
処
理
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

石
垣
周
辺
の
雑
木
の
伐

採
、
清
掃
は
地
元
で
や
り

ま
す
。
石
垣
は
崩
れ
か
か
る
状

態
で
す
の
で
、
子
供
た
ち
が
入

っ
て
き
た
ら
危
な
い
、
や
は
り

柵
も
し
な
い
と
い
け
な
い
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
こ
の
点
も
含

め
、
今
後
、
真
剣
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
。

問

問

問

玉井正幸　議員

合併とは地方分権の名
をかりた押しつけか。
基本的な考え方は。

呉屋　實　議員

どうするZ

内間御殿石垣の台風
被害について
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合
併
問
題
と
住
民
投
票

の
結
果
を
受
け
て
質
問

し
ま
す
。

町
長
　
市
町
村
合
併
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
す
ぐ
結
論
が
出
る

こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
住
民
投
票
の
結
果
に
つ
い

て
内
部
で
十
分
検
証
し
な
が
ら

対
応
し
た
い
。
当
面
は
枠
組
み

を
具
体
的
に
取
り
組
む
時
期
で

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

合
併
特
例
債
・
特
別
交

付
税
に
よ
る
措
置
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

企
画
財
政
課
長
　
市
町
村
合
併

に
伴
う
合
併
特
例
債
・
交
付
税

に
よ
る
措
置
に
つ
い
て
の
効
果

は
、
合
併
の
特
例
法
の
期
限
の

一
七
年
三
月
ま
で
に
市
町
村
が

合
併
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
国
や

県
よ
り
一
〇
年
間
に
お
い
て
財

政
支
援
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
今
回
の
枠
組
み
、
西

原
・
宜
野
湾
・
中
城
で
例
を
と

り
ま
す
と
、
四
二
三
億
円
に
な

り
、
償
還
額
の
七
〇
％
は
交
付

税
に
算
入
さ
れ
ま
す
。こ
れ
は
、

新
し
い
市
の
建
設
計
画
に
基
づ

い
て
公
共
施
設
・
道
路
網
だ
と

か
町
で
単
独
で
為
し
得
な
か
っ

た
も
の
が
合
併
で
財
政
支
援
を

受
け
る
こ
と
で
効
率
化
が
図
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

公
共
工
事
と
地
元
企
業
育

成
に
つ
い
て
。
町
は
図
書

館
の
建
設
等
、
多
く
の
公
共
工

事
を
抱
え
て
い
ま
す
。
予
算
も

一
〇
〇
億
を
超
し
て
今
執
行
し

て
い
る
段
階
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
不
況
下
の
中
で
産
業
振
興

の
上
で
も
地
元
発
注
を
す
る
こ

と
が
振
興
に
貢
献
す
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
元
請
け
、
下
請

け
、
孫
請
け
に
つ
い
て
も
企
業

に
協
力
を
お
願
い
す
る
考
え
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

助
役
　
公
共
工
事
に
お
け
る
地

元
企
業
の
育
成
に
つ
い
て
お
答

え
し
ま
す
。
町
と
し
て
も
町
内

企
業
育
成
・
活
性
化
の
立
場
か

ら
町
内
企
業
の
優
先
発
注
、
並

び
に
町
内
資
材
の
優
先
使
用
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
。
公
共
工

事
の
執
行
に
お
き
ま
し
て
は
工

事
金
額
に
応
じ
て
ラ
ン
ク
別
に

選
定
し
、
優
先
指
名
を
行
っ
て

い
ま
す
。
又
落
札
し
た
業
者
に

つ
き
ま
し
て
も
資
材
等
に
つ
い

て
は
町
内
資
材
の
調
達
、
工
事

に
つ
い
て
も
町
内
企
業
を
優
先

し
協
力
を
求
め
る
工
事
の
特
記

仕
様
書
や
現
場
説
明
等
で
の
事

前
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
埋
立
地
の

海
岸
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
埋
立

は
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
海
岸
の
テ
ト
ラ
ポ
ッ

ト
の
下
の
方
に
は
ゴ
ミ
が
集
積

し
て
い
ま
す
。
町
は
地
域
の

方
々
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め

て
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
の
で
は
？

健
康
衛
生
課
長
　
沖
縄
県
で
は

県
民
、
事
業
者
、
市
町
村
及
び

県
が
一
丸
と
な
っ
て
環
境
美
心

に
取
り
組
む
ち
ゅ
ら
島
環
境
美

化
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
昨

年
か
ら
西
原
町
も
県
と
主
催
で

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
埋
立
地
海
岸
沿

い
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
清
掃
を

実
施
し
ま
し
た
。実
施
に
当
り
、

町
商
工
会
、
通
り
会
を
含
め
各

団
体
の
協
力
で
ゴ
ミ
を
回
収
し

ま
し
た
。
今
後
の
対
策
と
し
て

町
民
一
人
一
人
の
協
力
と
又
依

頼
の
方
法
に
つ
い
て
再
検
討
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
長
を
要

請
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る

と
思
い
ま
す
が
町
長
の
見
解
を

お
聞
き
致
し
ま
す
。

町
長
　
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
長
、

延
伸
に
つ
い
て
は
平
成
九
年
に

単
独
の
要
請
を
致
し
ま
し
て
、

そ
の
後
平
成
十
二
年
に
同
様
に

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
、
沖
縄
県
那

覇
市
総
合
事
務
局
に
要
請
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
時
に

は
単
独
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト

教
短
期
大
学
・
理
事
長
も
一
緒

に
行
っ
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
琉

球
大
学
、
三
者
連
名
で
要
請
し

て
お
り
ま
す
。

今
後
本
町
と
の
か
か
わ
り
が

非
常
に
大
き
い
と
考
え
て
お
り

今
後
の
モ
ノ
レ
ー
ル
の
方
向

性
、
こ
れ
ま
で
は
県
も
推
進
の

方
向
で
あ
り
ま
し
た
が
、
も
う

建
設
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
県
も
組
織
の
中
で
は
モ
ノ

レ
ー
ル
建
設
室
と
室
名
も
変
え

ま
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
状
況

で
あ
り
ま
す
し
、
さ
ら
に
方
向

と
し
て
は
中
部
へ
の
延
伸
と
い

う
こ
と
が
非
常
に
現
実
味
を
帯

び
て
き
た
と
考
え
て
お
り
ま

す
。そ

う
い
う
こ
と
で
去
る
九
月

十
一
日
に
私
、
建
設
室
と
モ
ノ

レ
ー
ル
株
式
会
社
両
方
お
伺
い

し
情
報
交
換
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
今
後
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
機
会
あ
る
た
び
に
要
請
、

あ
る
い
は
情
報
の
収
集
に
努
め

て
で
き
る
だ
け
定
時
、
定
則
性

の
あ
る
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
に

つ
い
て
働
き
か
け
、
特
に
そ
れ

以
外
に
も
中
部
市
町
村
会
に
も

同
様
に
問
題
提
起
し
て
お
り
、

西
原
ま
で
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
む
し
ろ
中
部
圏
域
へ
の
延
伸

と
い
う
事
で
、
や
っ
と
市
町
村

会
で
も
共
通
の
課
題
と
し
て
取

り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

中
部
振
興
会
の
方
で
も
今
後

の
要
請
事
項
と
い
う
こ
と
で
、

モ
ノ
レ
ー
ル
の
中
部
へ
の
延
伸

と
い
う
事
が
あ
が
っ
て
お
り
ま

す
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

し
て
、
ま
た
他
の
関
係
機
関
と

も
協
力
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
具
体
化
に
向
け
て

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

文
化
芸
術
振
興
基
本
法
に

関
連
し
て
本
町
の
民
族
芸

能
を
他
府
県
と
の
交
流
を
視
野

に
入
れ
、
国
か
ら
援
助
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
今
の
と
こ
ろ

そ
の
情
報
は
得
て
お
り
ま
せ

ん
。ま

た
、
町
と
し
て
民
族
芸
能

伝
統
芸
能
を
通
し
て
他
府
県
と

交
流
す
る
事
業
計
画
も
今
の
と

こ
ろ
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

平
成
十
三
年
十
月
に
熊
本
県
に

お
い
て
九
州
各
県
伝
承
さ
れ
て

い
る
民
族
芸
能
を
広
く
一
般
に

公
開
し
、
そ
の
観
賞
を
通
し
て

民
族
芸
能
に
対
す
る
理
解
と
認

識
を
深
め
、
無
形
民
族
文
化
財

と
し
て
保
存
伝
承
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
九

州
地
区
民
俗
芸
能
大
会
に
は
、

県
の
補
助
を
い
た
だ
い
て
、
小

波
津
の
棒
術
を
派
遣
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
町
の
民
族
芸
能
、

伝
統
芸
能
の
保
存
育
成
は
引
き

続
き
実
施
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

問

問

問

問

問問
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よ
く
新
聞
等
で
は
既
に

保
育
園
と
幼
稚
園
は
一

元
化
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
他
地
域
に
お
き
ま
し
て

は
非
常
に
進
ん
で
い
る
よ
う
な

情
報
が
入
っ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
西
原
町
は
依
然
と
し
て
成

果
が
上
が
っ
て
い
な
い
よ
う
で

す
が
幼
稚
園
の
先
生
方
は
本
当

に
業
務
と
し
て
や
っ
て
下
さ
る

の
か
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

教
育
長
　
西
原
町
幼
児
教
育
振

興
計
画
検
討
委
員
会
設
置
要
綱

を
作
っ
て
、
い
ま
幼
児
教
育
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
う
し
て

総
合
的
な
子
育
て
の
支
援
そ
れ

は
地
域
で
の
保
育
を
ど
う
応
ず

る
か
等
に
つ
い
て
、
検
討
が
開

始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て

は
、
幼
稚
園
に
お
け
る
開
始
時

間
の
延
長
、
幼
稚
園
に
お
け
る

二
次
保
育
に
つ
い
て
、
幼
稚
園

に
お
け
る
通
園
地
域
の
撤
廃
に

つ
い
て
、
そ
う
い
う
項
目
を
出

し
ま
し
て
、
教
育
委
員
会
、
福

祉
課
、
町
部
局
の
総
務
課
を
中

心
に
し
て
こ
の
委
員
を
選
出
し

て
い
ま
検
討
に
入
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

教
育
総
務
課
長
　
幼
稚
園
の
改

革
等
に
つ
い
て
で
す
が
、
現
在

幼
稚
園
と
保
育
園
で
そ
の
改
革

に
向
け
て
お
互
い
の
職
場
に
お

い
て
研
修
を
や
っ
て
お
り
ま

す
。
幼
稚
園
か
ら
保
育
園
に
約

三
週
間
を
基
本
に
し
て
そ
の
現

場
に
お
い
て
研
修
を
受
け
る
と

い
う
よ
う
な
か
た
ち
で
行
っ
て

お
り
ま
す
。

福
祉
課
長
　
幼
稚
園
と
保
育
園

は
異
な
る
制
度
に
基
づ
く
も
の

で
あ
り
ま
す
の
で
、
就
学
前
の

子
供
達
を
保
育
す
る
と
い
う
視

点
か
ら
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
も

協
調
す
る
た
め
に
、
近
年
は
文

部
科
学
省
と
厚
生
労
働
省
が
い

ろ
ん
な
法
整
備
を
含
め
た
両
者

の
連
携
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
の
潮
流
に
お

き
ま
し
て
、
幼
稚
園
、
保
育
園

の
一
元
化
を
施
行
し
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

九
月
十
五
日
に
は
西
原
町
幼

児
教
育
推
進
委
員
会
を
設
置
い

た
し
て
ま
し
て
総
合
的
な
幼
児

教
育
の
充
実
や
子
育
て
支
援
を

目
指
し
、
地
域
の
保
育
需
要
に

応
じ
た
対
策
を
効
果
的
か
つ
計

画
的
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

学
校
教
育
課
長
　
現
在
の
預
か

り
保
育
の
実
績
は
四
幼
稚
園
で

七
十
名
で
す
。
ち
な
み
に
坂
田

幼
稚
園
で
二
十
七
名
。
西
原
幼

稚
園
で
二
十
三
名
。
西
原
東
幼

稚
園
で
九
名
。
南
幼
稚
園
で
十

一
名
で
す
。
こ
の
数
字
は
幼
稚

園
在
園
児
の
二
四
・
四
％
を
占

め
て
お
り
ま
す
。

住
宅
密
集
地
域
に
お
け
る

住
宅
等
の
建
設
に
は
規
制

条
件
が
必
要
で
は
な
い
か
。
長

期
に
わ
た
る
建
設
現
場
に
お
け

る
騒
音
、
粉
塵
で
体
調
を
く
ず

し
十
日
間
も
入
院
す
る
こ
と
は

公
害
で
は
な
い
か
我
慢
の
範
囲

か
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

都
市
計
画
課
長
　
こ
の
一
般
質

問
の
内
容
を
見
て
び
っ
く
り
し

て
い
る
ん
で
す
け
ど
。騒
音
の
問

題
。中
部
土
木
事
務
所
に
問
い
合

わ
せ
て
み
た
ら
介
入
す
る
必
要

も
な
い
と
返
事
を
も
ら
っ
た
。

助
役
　
限
度
を
超
す
か
超
さ
な

い
か
。
公
害
に
あ
た
る
か
町
と

し
て
も
十
分
内
容
を
検
討
し
て

対
応
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

サ
ン
エ
ー
西
原
シ
テ
ィ
ー

の
オ
ー
プ
ン
は
今
後
、
雇

用
効
果
や
周
辺
地
域
へ
の
相
乗

効
果
等
い
ろ
ん
な
か
た
ち
で
西

原
町
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す

る
も
の
と
確
信
し
、
期
待
も
し

て
い
ま
す
。
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地

区
や
工
業
団
地
、
そ
の
他
へ
の

優
良
企
業
と
公
共
施
設
も
含
め

た
誘
致
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

施
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

都
市
計
画
課
長
　
マ
リ
ン
タ
ウ

ン
地
区
は
九
社
が
契
約
済
み

で
、
一
社
が
調
整
中
、
残
り
の

二
区
画
が
未
定
で
す
。
優
良
企

業
で
あ
る
か
は
断
定
し
づ
ら

く
、
購
入
業
者
選
定
委
員
会
で

過
去
三
年
間
の
業
績
で
決
定
し

て
い
る
。
工
業
専
用
地
に
お
い

て
は
、
優
良
企
業
を
導
入
す
る

と
い
う
政
策
的
な
も
の
は
な
い

が
、
都
市
基
本
計
画
、
市
街
地

整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
位
置

付
け
ら
れ
て
お
り
、
将
来
的
に

は
優
良
企
業
の
誘
致
策
を
講
じ

た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
と
考
え

て
い
ま
す
。

町
内
の
児
童
生
徒
に
夢
と

希
望
を
与
え
る
た
め
、
町

内
外
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生

を
講
師
に
招
い
て
、
体
験
談
等

の
授
業
を
各
小
中
学
校
に
お
い

て
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

教
育
長
　
教
育
改
革
が
昨
年
度

か
ら
進
ん
で
二
年
目
に
入
り
ま

し
た
が
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
、
完
全
週
休
二
日
制
、
学
習

内
容
の
三
割
削
減
は
い
ろ
ん
な

課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
が
一
番
大
き
な

目
玉
に
な
っ
て
い
る
。
今
ま
で

の
教
育
は
す
べ
て
詰
め
込
み
の

教
育
が
な
さ
れ
て
お
り
、
指
示

待
ち
の
生
徒
が
多
い
。
こ
れ
を

反
省
し
て
自
ら
学
び
、
自
ら
考

え
る
力
を
育
成
し
、
学
び
方
や

調
べ
方
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

本
町
で
は
、
二
年
生
に
総
合
的

な
学
習
の
一
環
と
し
て
社
会
体

験
学
習
の
時
間
を
入
れ
て
、
西

原
町
が
全
県
の
リ
ー
ド
を
と
っ

て
や
っ
て
い
る
事
業
で
す
。

町
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
卒

業
生
も
生
涯
学
習
課
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
き
る
人
の
名
簿
作
成

を
し
つ
つ
あ
る
。
各
先
輩
た
ち

の
体
験
談
を
聞
く
こ
と
は
、
子

供
た
ち
に
と
っ
て
大
変
有
意
義

な
も
の
で
、
教
育
委
員
会
と
し

て
は
、
学
校
が
活
用
で
き
る
か

ど
う
か
、
そ
の
よ
う
な
資
料
を

提
供
し
て
い
き
た
い
。

五
年
連
続
で
自
殺
者
が
三

万
人
を
超
え
、
生
活
苦
を

理
由
に
し
た
の
が
四
分
の
一
を

占
め
て
い
る
。
景
気
低
迷
に
よ

る
リ
ス
ト
ラ
や
借
金
苦
が
人
の

心
を
追
い
詰
め
て
い
る
状
況
。

県
の
社
協
は
低
所
得
世
帯
が
連

帯
保
証
人
無
し
で
一
時
的
に
必

要
な
生
活
資
金
を
借
り
ら
れ
る

制
度
を
導
入
す
る
と
の
報
道
が

あ
っ
た
が
、
町
内
で
借
金
に
苦

し
ん
で
い
る
等
の
相
談
は
あ
る

か
。
又
、
そ
の
類
の
町
独
自
で

の
制
度
化
は
可
能
か
？

福
祉
課
長
　
町
社
協
へ
の
サ
ラ

金
の
相
談
件
数
は
、
十
四
年
度

は
二
二
三
件
、
十
五
年
度
は
八

月
末
現
在
で
六
三
件
で
す
。
企

画
財
政
課
の
窓
口
相
談
へ
は
十

三
年
度
が
十
六
件
。
十
四
年
度

が
二
十
二
件
、
十
五
年
度
は
現

在
の
と
こ
ろ
二
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。
社
協
と
福
祉
課
の
二
カ

所
に
貸
付
窓
口
が
あ
り
ま
す
の

で
、
さ
ら
に
町
独
自
で
の
制
度

化
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問

問

問

問
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問

屋宜宣太郎　議員

◇町立幼稚園の預かり
保育について

◇住宅密集地域におけ
る建設のあり方

仲宗根健仁　議員

◇元気ある町づくりに
ついて

◇総合的な学習の充実
について

◇町民福祉について
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